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年度戻し時 

来期に仕訳が発生している場合 

 
発展会計では年度戻し時に来期に仕訳が発生していると、年度戻しを処理自体が取り消されます。 

年度戻しを行いたい場合は、来期の仕訳を発展会計から削除しなければなりません。 

このマニュアルでは、来期仕訳の保存方法・削除方法について項目ごとに説明いたします。 

目的に応じて各リンクへ進んでください。 

1 年度戻しエラーについて 2 

2 来期の仕訳を保存する 3 

 ※削除前の取込テスト 4 

3 来期の仕訳を削除する 5 

4 年度戻しを実行する 6 

5 年次繰越を実行する 8 

6 来期の仕訳を取り込む 9 

 

※本文内の(F7-1)等はメニューの位置を表しています。 

※削除前に取込テストを行わずに仕訳を削除してしまうと、「発展会計のマスタ」と「取込 csv データ」

双方を訂正しなければならないため、最終的に来期の仕訳を取り込む際に、面倒が生じます。 

取込テストを行い、すんなり取り込める状態の csv ファイルを保存しておくことをお勧めします。 
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1.年度戻しエラーについて 
2 年前のデータを修正する必要がある場合、年度戻しを 2 回行う必要がありますが 

F3-4 年度戻し処理時に、来期に仕訳が存在していると、下記のようなエラーが出ます 

 

 

来期で仕訳が発生していると年度戻し処理を実行することが出来ません。 

実行するためには、来期の仕訳を発展会計から削除する必要があります。 

  

この会計期間に仕訳が

発生している 

「来期で仕訳が発生しています」 

というエラーが出る。 
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2.来期の仕訳を保存する 
F6-1 仕訳伝票メニューにてバックアップを取ります。 

 条件を指定し、任意の場所に保存します。 

 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  

①期間を選択   

② CSV 出力をクリック   

③任意箇所へ保存   
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※削除前に、F7-3 仕訳データ取込メニューにて「取込テスト」を行うことを推奨します。 

 

 エラーが出た場合、解消した状態で、バックアップを取り直してください。 

※エラーの意味が分からない場合は、仕訳データ取込のヘルプにてご確認ください。 

取込が成功しても、F7-3 取込仕訳データ取消にて取り消しが可能です。  

 
目次へ 

http://help.cloud-solution.jp/BZ/kg/f07/10010501
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3.来期の仕訳を削除 
F1-1 仕訳入力（単一）メニューで 1 行仕訳を消します。 

 

・F1-1 仕訳伝票入力で複合仕訳を削除します。

目次へ 
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4.年度戻し処理を実行 

 

 

 

試算表にて来期を 

指定し仕訳を表示 

仕訳が一本も 

発生していない状態になっていれば、 

年度戻しが可能です 
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F3-4 年次繰越処理を実行します。 

 
 

 
 

 
目次へ 

  

問題なく 

実行できました 
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5.年次繰越を実行する 
F1-3 合計残高試算表(画面)にて通期で表示すると、今期が「2017 年度」になっていることが確認でき

ますので必要な修正を行います。 

 

 

修正が終了したら、再度 F3-1年次繰越を行います。 

 

  

来々期の年度名称を 

入力して実行 

問題なく 

実行できました。 



 

 9 / 9 

 

6.来期の仕訳を取り込む 
企業に再ログインし、F1-3 合計残高試算表（画面）にて通期で表示すると、今期が「2018 年度」に

なっていることが確認できます。 

 

 

F7-3 仕訳データ取込メニューにて保存した伝票を取り込みます。 

 
目次へ 

操作は以上です。 

標準形式を選択 

任意場所に保存した 

データを参照させる 

保存データは先頭行が存在する。

先頭行をデータとして読ませない

ため、チェックする。 


